
5月定例記者会見 市長原稿要旨 

 

はじめに、本市野球場「TOKIWAスタジアム龍ケ崎」で開催される茨城県のプ

ロ野球球団「茨城アストロプラネッツ」の BC リーグ公式戦に関する情報提供で

す。 

茨城県民球団「茨城アストロプラネッツ」は、本市とフレンドリータウン協定を締

結し、スポーツによる地域活性化の一翼を担っていただいており、昨年に引き続

き、今年も本市「TOKIWAスタジアム龍ケ崎」で公式戦が開催されます。 

試合は、5月 28日、29日、30日の 3連戦を予定しており、その中日の29

日には、「龍ケ崎市DAY」として、本市在住・在勤・在学の方は無料で観戦できる

機会を準備いただいております。 

「龍ケ崎市DAY」当日は、龍ケ崎観光アンバサダーの皆さんや流通経済大学野

球部出身のお笑いタレント「スレンダーパンダ」さんにご協力いただき、野球の試合

はもちろん、本市の観光PRなどを行いながら、一緒にイベントを盛り上げてまい

ります。 

市民の皆さまにおかれましては、地元龍ケ崎でプロ野球観戦ができる貴重な機

会ですので、会場に足を運ばれる際は、感染防止対策を徹底した上で、楽しんで

いただけますと幸いです。 

なお、「茨城アストロプラネッツ」には、本市出身の藤野恭平選手が練習生として

所属しています。まだ、練習生とのことで、当日の試合には出場することは、かない

ませんが、今後、選手登録をされ、本市へ凱旋していただくことを楽しみにしていま

すので、藤野選手への応援もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

次に、龍ケ崎観光アンバサダーの委嘱状交付式に関する情報提供です。 

 

 龍ケ崎市観光物産協会では、平成２７年から、本市の認知度向上のため、龍ケ崎



市観光物産協会や市などが企画するイベントをはじめ、県内外で開催される観光

キャンペーン等に参加し、龍ケ崎のＰＲ活動を行う「龍ケ崎観光アンバサダー」を選

任しており、今回、新たなアンバサダーの委嘱状交付式を行います。 

交付式は、6月 6日の日曜日、午前 10時から龍ケ崎市役所附属棟において開

催される予定となっております。 

 例年ですと、４月上旬に開催される桜まつりにおいて、観光アンバサダー全員が

集合し、お披露目を兼ねた委嘱状交付式が行われているところですが、コロナ禍で

中止が続いているため、お披露目の場を設けることができない状況であり、協会側

もアンバサダーの皆さまご自身も大変残念な思いをされていたと伺っております。 

観光物産協会の皆さまも、今年こそは何とかお披露目の場をということで、龍ケ

崎市商工会の協力のもと、６月のまいんバザールにおいてアンバサダーへの委嘱

状交付式を行う予定で準備されていたとのことです。しかしながら、本市の感染拡

大市町村再指定に伴い、残念ながらまいんバザールが中止となってしまいました。 

 そのような状況から、当初予定とは形を変えて、現在活動しているアンバサダー

６名全員が集合する初めての場として、委嘱状交付式を開催されるとのことです。  

委嘱状交付式の後は、写真撮影会も予定されているとのことですので、報道機

関の皆さまの取材をぜひよろしくお願いいたします。 

 

最後に、新型コロナウイルス感染症に関する情報提供です。 

 

現在、全国的に見ると、感染者の多くが、感染力が強いといわれている変異株の

陽性判定を受けているという傾向となっており、一部地域では緊急事態宣言が出

され、引き続き、予断を許さない状況が続いています。 

本市は、明日5月 2７日から茨城県が独自で指定している「感染拡大市町村」

に再度指定されることから、改めて警戒感を強めているところであります。 

先ほど申し上げましたとおり、本市では 6月 2日から高齢者のワクチン接種が



開始となりますが、厚生労働省によると、ワクチンを接種して免疫がつくまでに 1週

間から 2週間程度かかり、免疫がついても発症予防効果は 100%ではないとい

うことが分かっています。 

市民の皆さまにおかれましては、ワクチン接種がはじまったからと安堵することな

く、マスクの着用や、人と人との距離の確保、他都道府県との往来を極力自粛する

など、引き続き、気を緩めず、感染拡大防止に向けた取り組みにご理解とご協力を

お願いいたします。 

 

ここ 2週間ほどの本市においては、福祉施設において複数の感染者が確認され

ているほか、知人・家庭内といった感染経路が目立つ傾向にあります。家庭内や職

場内に新型コロナウイルスを持ち込まないよう、飛沫が飛びやすいとされる会話を

する際はマスク着用を徹底するよう、改めてお願いいたします。 

1 年以上続くこの状況を打破するべく、ワクチン接種がスタートしましたが、接種

後も、感染予防対策が求められています。一人ひとりの行動が感染拡大の波を穏

やかにし、再拡大を防ぎ、収束に向かう力になることに変わりはありません。一致団

結して、この難局を乗り越えてまいりましょう。 


